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専門性の向上を目指す保育者研修のあり方についての検討
―障害児保育を中心に―
Study on the way of childcare person training aiming to improve expertise 


































































　ベネッセ次世代育成研究所（2009）が、幼稚園（発送数 71,000 件、回収率 22.6％）や保育所
専門性の向上を目指す保育者研修のあり方についての検討
67－ －
（発送数 12,000 件、回収率 25.2％）の職員の園内・園外研修参加頻度の調査（表 1，表 2）をし




園（県内）の内、回答のあった 209 園で、発達障害について園内研修を月 1 回行っているのは
45 園（21.5％）であった。同様に、2003 年から 2005 年度までの文部科学省幼児教育課による
「幼稚園における障害のある幼児の受け入れや指導に関する調査研究」で回答のあった 39 園（協
力園 41 園中）では、定期的に週 1 回、あるいは月 1 回以上研修が確保されている園は極めて少
なかったことが報告されている。同様のことは、ベネッセ次世代育成研究所「第 1 回幼児教育・
保育についての基本調査報告書」（2009）（自記式アンケートを郵送により配付・回収。幼稚園
は発送数 7100 件、有効回答数 1604 件、回収率 22.6％。保育所は発送数 12000 件、有効回答数
3018 件、回収率 25.2％。）でも明らかにされている（表 1）。
表 1　園内研修の実施状況
園内研修
実施しない 週に 1 回 月 1,2 回 年数回 その他
国公立幼稚園
（41 件） 0.5％ 18.0％ 51.6％ 24.4％ 5.5％
私立幼稚園
（1203 件） 7.8％ 6.4％ 32.8％ 43.3％ 9.7％
保育所（公立）
（1584 件） 6.2％ 4.9％ 49.4％ 34.7％ 4.8％
保育所（民間）
（1434 件） 4.3％ 4.3％ 50.3％ 36.5％ 4.6％
（ベネッセ次世代育成研究所（2009）『第 1 回幼児教育・保育についての基本調査報告書を参
考に筆者が作成した。）
　次に、園外研修への参加頻度（表 2）は、国公私立幼稚園と公立保育所の約 6 割が年数回の












参加しない 週に 1 回 月 1,2 回 年数回 その他
国公立幼稚園
（41 件） 0.2％ 2.7％ 33.2％ 57.1％ 6.8％
私立幼稚園
（1203 件） 1.2％ 1.4％ 25.5％ 64.3％ 7.6％
保育所（公立）
（1584 件） 0.8％ 1.8％ 32.1％ 59.2％ 6.1％
保育所（民間）




　筆者は、インターネットのホームページ（2010 年）から各幼稚園の園内研修状況 20 件をラ
ンダムに抽出し検討した。その結果、最も園内研修状況が良かった石川県の私立 B 幼稚園では、
園内研修を毎月 1 回行っていた。具体的には園内研修の内容は、1 年間、発達障害のある子ど
もの言葉の発達について、専門家を招いて「インリアル」の技法を使用した保育実践をビデオ
に録画し、その後ビデオを見ながら、子どもとの関わり方を見ていく園内研修であった。
　次に、小川（2004）は、民間 A 保育所で月 1 回行われていた園内研修（4 年間で 47 回）の
内容や頻度、形態（輪読、レポート発表、実技）を分析し、その結果を第 1 期から 5 期に分け
た。
第 1 期　輪読（7 回）『保育の一日とその周辺』（著者：津守真、発行：フレーベル館、発行年：
1989 年）
第 2 期　事例研究（10 回）特別な支援を必要とする子どもについて
第 3 期　KJ 法（5 回）テーマ：理想の保育をめざして
第 4 期　レポート発表（19 回）一人一課題、自分で課題を設定して発表する
第 5 期　実技研修（2 回）C・オルフにおける「音と動きの遊び―素材を使ってのかかわり―」
　特に第 2 期の事例研究では、「特別な支援を必要とする子どもについて」を月 1 回、園内研修











































































分野に分けられている。さらに中項目（13 項目）、小項目（初級 71 項目、中級 78 項目、上級
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